
「
明
治
三
十
三
年
と
い

へ
ば
私
の
十
一
歳
の
頃
で

あ
る
が
、（
中
略
）
そ
の
時

分
わ
た
く
し
は
詩
よ
り
も

歌
又
は
句
を
余
計
に
作
つ

た
。「
小
學
新
聞
」
と
い
ふ

週
刊
新
聞
が
あ
つ
て
そ
れ

に
投
書
し
て
賞
を
貰
つ
た

の
も
俳
句
と
散
文
と
で
あ

つ
た
（
下
略
）」と
『
母
を

偲
ぶ
の
記
』（
三
笠
書
房
刊

昭
和
２５
年
６
月
）
に
あ

る
。
実
は
随
分
前
の
こ
と

に
な
る
が
、
河
出
書
房
の

日
夏
全
集
編
集
の
後
、
Ｉ

女
史
が
箱
詰
に
し
た
ま
ま

図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い

ざ
ん
し

た
全
集
編
集
の
残
滓
の
段

ボ
ー
ル
箱
を
確
認
し
て
い

た
ら
、
そ
の
「
小
學
新

聞
」
が
出
て
き
た
の
で

「
季
重
ね
が
多
い
な
ぁ
」

な
ど
と
思
い
間
な
が
ら
、

書
き
留
め
て
お
い
た
。

黄
眠
先
生
及
び
黄
眠
先

生
と
思
わ
れ
る
の
幼
き
日

の
俳
句
は
以
下
の
も
の
で

あ
る
。

「
弟
の
昼
寝
お
か
し
き
寝

言
か
な

樋
口
國
登
」

（
小
学
新
聞
４５
号

明
治

３５
年
９
月
７
日
）

「
秋
の
雨
蓮
の
枯
葉
に
た

ま
り
け
り

樋
口
静
帆
」

（
同
４９
号

明
治
３５
年
１０

月
５
日
）

「
わ
た
る
雁
く
の
字
と
な

り
に
け
り

樋
口
玉
風
」

（
同
５２
号

明
治
３５
年
１０

月
２６
日
）

「
裏
山
の
芒
枯
れ
け
り
夜

半
の
風

樋
口
國
登
」

（
同
６１
号

明
治
３６
年
１

月
１
日
）

見
つ
か
っ
た
も
の
は
黄

眠
先
生
の
い
う
明
治
３３
年

で
は
な
く
、
明
治
３５
年
か

ら
の
も
の
だ
。

明
治
３５
年
は
、
本
来
な

ら
ば
同
級
生
共
々
「
高

等
」
小
学
校
へ
進
ん
で
い

る
は
ず
だ
が
、
３３
年
３
月

の
「
尋
常
」
小
学
校
卒
業

者
名
簿
に
名
前
は
確
認
で

き
る
も
の
の
、
高
等
小
学

校
へ
進
ん
だ
と
い
う
記
録

は
な
い
。
ま
た
小
学
校
の

同
級
生
た
ち
の
名
前
が
確

認
で
き
る
「
高
等
」
小
学

校
の
卒
業
年
次（「
飯
田
尋

常
高
等
小
学
校
沿
革
紀

要
」（
明
治
４１
年
９
月
）
の

明
治
３５
年
か
ら
３９
年
の

「
飯
田
尋
常
高
等
小
学

校
」
の
卒
業
名
簿
）
に
も

黄
眠
先
生
す
な
わ
ち
樋
口

國
登
の
名
前
は
な
い
。
そ

し
て
突
然
の
よ
う
に
同
書

の
３５
年
の
飯
田
中
学
校
入

学
者
名
簿
に
他
の
同
級
生

と
な
ら
ん
で
名
前
が
確
認

で
き
る
の
で
あ
る
。
従
来

の
日
夏
年
譜
に
は
明
治
３６

年
４
月
に
中
学
校
に
３５
番

で
入
学
し
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
黄
眠
先

生
の
年
譜
に
は
本
人
の
記

述
と
年
譜
等
に
数
年
の
ズ

レ
が
よ
く
存
在
す
る
。
そ

れ
が
勘
違
い
な
の
か
、
意

図
的
な
も
の
な
の
か
、
研

究
不
足
な
の
か
、
判
然
と

し
な
い
。
研
究
者
並
び
に

関
係
者
諸
氏
の
丁
寧
な
踏

査
が
望
ま
れ
る
所
以
だ
。

と
こ
ろ
で
三
笠
書
房
の

『
母
を
偲
ぶ
の
記
』
と
い

う
本
は
、
黄
眠
先
生
が
疎

開
し
て
い
た
飯
田
在
の
山

本
村
か
ら
東
京
・
阿
佐
ケ

谷
に
戻
っ
た
昭
和
２２
年
１２

月
（
５
日
と
も
１０
日
と

も
、
本
人
が
記
し
て
い

る
）
以
降
、
戦
時
中
か
ら

戦
後
に
か
け
て
、
あ
ち
こ

ち
に
書
き
飛
ば
し
た
随
筆

や
対
談
、
果
て
は
ラ
ジ
オ

収
録
を
文
字
に
起
こ
し
た

り
し
て
出
さ
れ
た
本
の
よ

う
だ
。
本
来
で
あ
れ
ば
収

載
を
見
送
り
た
く
な
る
よ

う
な
、
黄
眠
先
生
に
す
れ

ば
雑
駁
な
対
談
な
ど
も
多

く
、
活
字
に
飢
え
て
い
た

時
代
だ
っ
た
の
で
出
版
で

き
た
よ
う
な
本
に
み
え

る
。
そ
れ
以
前
、
昭
和
２２

年
３
月
に
関
書
院
出
版
し

た
『
秋
の
雲
』
に
も
収
録

さ
れ
て
い
る
作
品
も
多

く
、
そ
の
異
同
や
出
版
の

経
緯
も
興
味
あ
る
と
こ
ろ

だ
。
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尋常科 生徒入退学名簿（明治２９年１月 追手町
小学校蔵）には樋口国登の名前が確認できるが…

＊
好
評
発
売
中
！

嶋
不
濁
著
『
黄
眠
先

生
が
行
く

日
夏
耿

之
介
残
影
』

（
南
信
州
新
聞
社
刊
）
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